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JEITAの活動
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JEITAは責任ある鉱物調達を実現するため、
2011年に責任ある鉱物調達検討会を設置し活動

責任ある鉱物
調達検討会

コミュニケーションチーム

啓発・広報チーム

データ転送標準化対応チーム
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幹事会

〇EU等各国・地域の規制動向の把握と対応
〇アジア各国の業界団体との協力
〇望ましいSEC規則のあり方の検討
○NGO等利害関係者への対応主査：パナソニック

キヤノン

リーダー： 村田製作所
パナソニック

リーダー： 住友電工デバイス・イノベーション
太陽誘電

リーダー： ＴＤＫ
副リーダー：村田製作所

主査： トヨタ自動車
副主査： キヤノン

〇調査における課題の把握と対応
〇調査説明会の実施

○IPCデータ転送規格への対応
○紛争鉱物報告テンプレートの改善協力
○望ましいデータ交換の主体の調査

〇他業界・サプライヤーへ啓発・理解促進

製錬所支援チーム

リーダー： キヤノン
副リーダー：京セラ

○製錬所に対して、CFS監査受審の要請・支援

国際的なイニシアチブ
RMI

（Responsible Minerals Initiative）

責任ある鉱物対応で連携

自動車企業



2017紛争鉱物調査対応アンケート調査結果
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①具体的な期限を指定して製錬所/精製所を100%特定すること

②具体的な期限を指定してCFS認証の製錬所/精製所からすべての物品を
調達すること

③コンフリクト・フリーを保証する書面（コンフリクト・フリー条項を含
む契約書、宣言書への署名を含む）を提出すること

④（CFS認証取得の有無にかかわらず）紛争対象地域産の製錬所/精製所
を貴社のサプライチェーンから除外すること

⑤貴社が報告した製錬所/精製所が紛争フリーでなかった場合、損害を賠
償する誓約をすること

⑥貴社のサプライチェーンマップ（自社から製錬所までの全サプライヤー
名）を提出すること

⑦上記①～⑥の要請が実現できない場合、取引の見直しや打ち切りを示唆
・宣言されたこと

⑧紛争鉱物の監査を受審すること

⑨あてはまるものはない

過去1年間の紛争鉱物調査について顧客企業から以下の要請を受けた数

（アンケート回答者）

N=272
（出展）JEITA責任ある鉱物調達検討会 紛争鉱物対応に関する調査結果（2017）



2017紛争鉱物調査対応アンケート調査結果
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顧客から3TG以外の鉱物について情報提供を求められた数（アンケート回答者）

N=272
（出展）JEITA責任ある鉱物調達検討会 紛争鉱物対応に関する調査結果（2017）




